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古河市国際交流協会の第4回定

期総会が 5月 15日 、中央公民館

で開かれ、前年度事業報告などを

承認 した後、新年度事業計画、収

支予算案を可決、新年度役員を選

出して閉会 した。小竹久市企画調

整部長が来賓祝辞。法人会員の愛

和会 ・森誠、三和みつなみ会 ・並

木寛、両理事長、ゴウダ(株)。渡辺

勝夫部長、高橋芝園土木 ・高橋正′

日発行

流協会

部 会

｀
社長のほか、古河東RC。 高橋

采子会長、富田製作所 。役員、

宇都木誠一郎の各氏が紹介された。

協会の活動費に 「わた らせ経

営者漁火会Jか ら20万 円を寄付

された森誠代表に対 し、上本会

長から感謝斗犬が貝曽らオ■た。

森 誠氏 (左)へ 感謝状贈呈

崎 勤   聰 図
古河市国際交流協会

会 長 上 本 紘 一

文化交流部会 ・総務部会共催に

よる視察研修が9月4日開催されま

した。天候にも恵まれて多くの会

員のご参加をいただき、両部会長

のお骨折りにより成功裏に行われたことに、心より

感謝を申し上げます。

あらかじめ守谷市国際交流協会に、質問や疑問点

等が用意 してあったので、昼食をはさんで3時間に

わたる歓談も和やかな雰囲気で相互に意見交換が活

発になされたのは、素晴しい設定であったと思いま

す。又、守谷市国際交流協会小川一成会長さんの国

際交流の取り組みに対する前向きな考え方に、役員

の皆様が賛同じ積極的に活動されている姿には、感

動を覚えたことでした。

守谷市と古河市では、条件や生い立ち ・環境が異

なっていても参考になるところはたくさんありまし

た。昨年は日光市国際交流協会、一昨年は足利市国

際交流協会 ・栃木市国際交流協会、川越市国際交流

協会と研修が行われました。

貴重な研修を通じて多方面から検討をして古河市

独自の国際交流を企画実施し、地域社会に貢献する

ことが大切なことであると思うところであります。

会員の皆さんには日頃より大変なご協力をいただ

き厚く御礼申し上げます。
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輯 2回 中学生英墾 当
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古測市

輿:

～異文化fA験、コミュニケーションも活発に一
古河市は昨年に続き、2回 目の中

学生英語圏派遣事業 (オース トラリ

ア ・ケアンズ市 ・8月 17日 ～24日 )

を行いました。3月 11日 の東日本

大震災という未曾有の災害で、直後

は先の見えない状況で したが、昨年

より縮小 した形で、4月 より急ビッ

チで事業が進められ、5回 の委員会

を行い委員の方達には、生徒募集か

ら面接、ホームステイ中のプログラ

ムに至るまで協議をしていただきま

した。また、参加 型 学習 フ ァシ リ

テーターの佐藤宏幸さんによる事前

事後研修を計 7回 行ない、生徒や保

護者、協会員、昨年の派遣生徒も参

加 し、素晴しい研修内容でした。

今年は、市内 9中 学校の 2・3年

生 12名 (男4名 ・女 8名 )、 協会

員 2名 、市職員 1名 の計 15名 が多

加 しました。生徒が通 った TAS(ト

リニティ・アング リカンスクーノレ)に

幼稚園から高校までの私立学校。と

ても広大な土地を持ち、山々で囲言

れていました。TASの 大きなプーノl

lよ、以前、イアン ・ソープ選手が糊

習用に使 ったことがあるそうです(

TASの 生徒はグリーンとホワイ ト丈

ラーの制服を着用 し、自人や先住5

のアボ リジニ人、黒人、そ して日本

から来た留学生も数名見かけました

生徒たちは初め、「何 を言 ってし

るのか聞き取れない」 と、英語を言]

すことがとても消極的で したが、り「

国間際には、積極的にバディやホヌ

トファミリーに声をかけ、帰国を殖

念に思う生徒がほとんどで した。帰

りの飛行機 では、「次 回 は留学 し、

もっと英語の勉強が したい」 といっ

た生徒の声が聞こえました。古河市

の将来を担う中学生が着実に国際メ

として育っている証ではないで しょ

うか。今後もこの事業が継続 してイモ

われることを願います。
(第2回 中学生英語圏派遣事業

随行員 齊藤 由美子)
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ましを受ける中学月

浴衣姿で。英語圏TAS修 了式 ・フェアウェルバーティー

トリニティ ・アングリカン ・スクール正門 ESLク ラス

ジャれ もヽ個り楽しく
7月 10日 、「ジャガいも掘 り大会」

が、上片田の 「森 ファーム ・里山の

森ぽっぽ」で開かれ、家族連れを交え、

130人 が参加。ジャガバターやフ

ライ ド・ポテ トに舌つづみ。中国女

性のコーラスも樹間にこだました。

コーラスも樹間にこだまして

日本語 ・古河教室幅の音D

:、

ジャガいも掘りを終え、「森ファーム ・里山の森ぽつぽ」で記念撮影

9月 28日 (水)野外学習  日 本 言吾 ・古 )可教 室 (夜の部) 7月 3日 (日)研修旅行

「埼玉県防災

学習センター」

へ行き。

様々な防災体

験をしてきま

した。

江戸東京博物

館 ・東京スカ

イツリー ・浅

草寺 ・雷門な

どを研修。



設立22年、拠点はログハウス。『世界を知ろう』各国大使の講演会
9月 4日 (日)、文化交流 ・総務

両部会の共同企画で行われた県南

の守谷市国際交流協会の視察 ・研

修には、会員、事務局員を含め、3

3人 が参加。昼食を交え、約3時 間
の質疑応答は真剣そのものでした。

会場 の 「ログ八 ウス」は工業団

地に進出 した企業から 1990年 11

月、国際交流の活動拠点 にと、市
に寄贈 されたもので、100人 収容
の大ホールや小ホール、和室、事

務室が完備。大ホールの正面に会
のロゴ ・マーク 「Mifa」 の会旗を

掲 げ、上部 に 「世界 を知 ろう」講

演会で訪れた各国大使の写真が掲

げられ壮観だった。

小川一成守谷市国際交流協会

長は 「古河は歴史のある街」とし

た後、 一昨年、協会設立 20周

年を迎えた守谷市について、「若
いマチ。秋葉原まで電車で 32分 。

毎 月、60～ 70人 が増 え、全 国

から集まる。国際交流は市民交流」
と述べた。 上本紘―古河市国際

交流協会長は 「平成 17年 に次い

で三度 目の訪問。古河市には23

00人 の外国人が住み、協会は 5

専門部会が活動 しているが、先輩

格の守谷市に見習い、古河市に見

合った独自の事業を拡充 していく
べ く、 きょうはしっか り研修 した

い」とあいさつ。

歓迎のあいさつを述べる守谷市 ・」JI会長。左は古河市 。上本会長

活動は、7つの専門委員会で。 1,総務2都 市交
流―筑波大留学生のホームステイ、独一マインブ
ルク、米グリーリー市との姉妹交流31語学研修14

広報0ロ グハウスー 「世界を知る」大使講演会0
青年交流一途上国の青少年支援7日本語講座―講
師の研修会も。年間を通し多彩な活動。

市 の人 口、約 6万 3千 人、

交流協会員 400人 。協会の

年間予算 410万 円 (市助成

200万 円)

昨年 10月 には、マインブ

ルク市民が来市、姉妹締結 2

0周 年記念式を行い、都内見

学も。 守谷市国際交流研修センター
100人 収容の大ホール、小ホールも

古河関東 ド・マンナカ祭り

10月 8。9の 2日 間開催された 「古河関東ド・

マンナカ祭り」に、古河市国際交流協会も協賛。
文化交流部会を中心に、テントに出店、国際交流
を PRし た。アンケート400人 。王清さんら8人
がモンゴル舞踊、ローザ ・ムラタさんら4人 がフィ
リピンダンスをステージで披露、拍手を浴びた。国際交流の PRに 活躍 した皆さん

モンゴルの踊りを舞つた王清さんを囲んで、
左は上本会長、右は杉森文化交流部会長

日本語 ・総和教室

ざつり～ ナ

ギ

・マレ
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し舞踊のフィ

夕」 三和日本語ボランティア教室
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写真で活動を PR
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埼玉県行田市

タイムスリッ

プをしたかの

ようにドラマ
「仁」の世界

を体感…

忍城址にて、

姫や家老達と

パチリ♪♪

畷曜櫂

]0月 2日 (日)
バ ス 研 修 旅 行

短冊に願い事

を書いて !

かなうといい

な?一人で何

枚も書いた人

もいたよ。

な́し  ´漱 難 :了1●11
アンケートで配るスポンジの動物の袋詰め
(スポンジは会員提供)



KIFAの 広場

吾各 論 県 貴 雀
1軌(総オロヤ3年)が 入賞

10月 12日 に水戸市で開かれた 「高

円宮杯第 63回 全日本中学校英語弁論大

会」(県教委、県教育研究会、読売新聞

社主催)で 、助川貴子さん (総和中3年 )

が読売新聞社水戸支局長賞に輝いた。(同

賞は7人 が受賞)。

助川さんは 8月 に行われた古河市の

「中学生英語圏派遣事業」にも参加、積

極的に異文化を体験した。

「緊張していましたが、自分の思いを

伝えることができて良かつたと思ってい

ます。また、たくさんの人々の意見を発

表を通して聞けたことも自分にとってプ

ラスになりました。」と話す。

難
珈

アンドレイさんが
レベル N2(l日 2級 )に 合格

日本語古河教室 (夜の部)に 学ぶコバ

ヤシ ・アンドレイさん (32歳 ・、ロシ

ア出身)が 、 7月 3日 に茨城大学で行わ

れた日本語能力試験のレベル N2(旧 2

級)に 合格しました。

アンドレイさんは昨年 12月 、日本語

スピーチコンテス トで筑西市教育長賞を

受賞しています。

HP管理部からのお知らせ
協会に対するみなさまからのご提案、ご意見を
随時受付けております。
下記メールア ドレスヘお知らせ下さい。
kogashi_kokusalkouryu@yahoo.co.jp

目●12自 11重 (suN)
姜碍1●oo～詢暴lo:30～鮪蜃15:∞

囲 日 と ね ミ ド リ 鶴 (苦由歯J豊与Jセンタ→

―

     銀

英語弁論で熱弁を振つ

た助川さん。

臨 時 総 会 開 く 7月31日
7月 31日 、協会の臨時総会が開かれ、①23年 度追加事業計画案

②補正予算案③一部規約改正案が提案され、原案通り可決承認され

ました。また、 23年 度英語圏派遣事業が認定されました。補正予

算案は、国際化対応事務事業として職員―名を雇用する案件。
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専 門 部 会‐聾

(1)総 務 部 会  K‐ 2)文 化 交 海 部 今 |(3)語 学 交 流 部 会

。各専門部会間の連絡調整  ・じゃがいも掘り大会    。日本語教室実施(4教室)
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文化交流部会長

文化交流副部会長

語学交流部会長

語学交流副部会長

生活支援部会長

生活支援副部会長

広 報 部 会 長
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常 代

ワール ドキャラバン
外国語教室 (英語 ・中国語)
視察研修 守谷市国際交流協会

(9月4日 )1.運営委員会の開催

2.ホームページの管理
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◆法人会員◆
・金澤工業 l■l

・中央工業 lal
e新 世紀事業協同組合
0株)影山倉庫
0株)やすらぎ
Ol■l富田製作所
0社 会福祉法人三和みつなみ会

みどりの里
0(榊高橋芝園土木
0ヤ マザキナ ビスコlal

・エイ ・アイ ・エス鰈)
0ゴ ウダ鰈)

3。中学生英語圏派遣事業
8月 17日～8月 24日 (古河市委託事業)
オーストラリア ・ケアンズ市

0医療法人社団友志会・花の舎病院
O lal岡本工務店
0社 会福祉法人 愛和会

・ネッツ トヨタつくばlal

・東洋プリンティングlal
O社 会福祉法人 芳香会
O lal丸   満

◆賛助会員◆
0古河ロータリークラブ
0境 ロータリークラブ

・古河東ロータ リークラブ

・古河中央ロータリークラブ

・宇都木 誠一郎

４

５

６

7.ウィンター ・フエステイバイと口催

(4)生活支援部会  (5)広 報部会
。外国人のための生活相談  在住外国人や協会員に対し、
(臨時)          必要な情報提供等を行う。

・医療ボランティアの充実  ・広報誌の発行(う1・後期、年2回)
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